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倉田地区の概要 
 
 倉田地区は鳥取市のほぼ中央に位置し、上円通寺・西円通寺・下円通寺・上国安 
下国安・八坂・橋本・蔵田・西馬場・東馬場の１０集落からなる、総世帯６７０世
帯の千代川沿いにひらける農業集落地域です。 
 地区内には千代川河川敷を利用した鳥取市営サッカー場とりぎんバードスタジア
ムがあり、行事の折に賑わいをみせています。また、円通寺には、江戸中期から伝
わる人形伝承館、馬場地区には倉田八幡宮があります。 
 地区内の諸活動も活発で、倉田小学校との合同地区大運動会・文化祭・敬老事業・
グラウンドゴルフ大会や健康ウォークなど数々の行事を通じてふれあいのわが広が
りつつある地区であります。 
 
 
            心豊かな倉田地区を 
 
                       倉田地区まちづくり協議会 
                         会長 高見 則夫 
 
 倉田地区は、鳥取市街地の南部に位置して古くから栄え、鳥取城主 池田光仲公
の参勤交代の際には、現国道５３号叶南側より東側の八丁畷先にある倉田八幡宮に
必ず安全を祈願に立ち寄ったと伝えられ、その社そうは、昭和９年 国の文化財に
指定されている植物の群生地があり、南に八坂山、東に扇の山、北に久松山、西に
中国山脈を源にする千代川の竹林帯の自然景観は市の景観ゾーンに指定されている。 
 江戸時代に開削された千代川右岸の山白川は、水上交通の要所であったと言われ、
用水は邑美平野の田畑を潤し、鳥取市街地に注いで多くの自然が豊かです。 
 倉田地区は鳥取市南部に位置し、扇の要として鳥取市街地が拓けて市街地から至
近距離にあり、地理的条件、交通アクセスが良好であることから、バードスタジア
ム、倉田スポーツ広場が整備され、年間２０数万人の県内外の方が訪れており、体
育、スポーツの拠点としても立地している。 
 また、多くの文化遺産があり、無形文化財に指定されている円通寺の人形芝居、
倉田八幡宮の獅子舞、百数十年前に八坂山を借景に築造された国の有形文化財「有
隣荘」、周辺橋本集落には橋本城跡があって、多くの埋蔵文化財の宝庫と言われてお
り、古くから産業文化が栄えていたことは倉田地区の誇りです。 
 倉田地区まちづくり協議会は、昭和４３年結成されている自治会組織を母体とし
た総務部（区長会）、社福部（社会福祉協議会）、保安部（消防団・交通安全協会・
自主防災会）、同協部（同和教育推進協議会）、公民館部、体育部の６部で構成され
ており、地域コミュニティの事業に相互連携して「自分たちの地域は自分たちが作
る」を原則に地区住民みんなが“明るい住み良い地域づくり”を初期の目的に、次
世代を担う人づくりの育成など、地域全体で取り組んで、人を大切にする地域に繋
げていきたいと思います。 
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まちづくり計画の体系図 
 
 
 
 
 
 

                         １ 広報活動の充実 
 
 
                         ２ 地域活動の活性化 
 
 
                         １ 健康づくりの推進 
 
 
                         ２ 社会福祉活動の充実 
 
 
                         １ 美しい住環境の保全 
                          
                          
                         ２ 河川・水路の環境保全 
 
 
                         １ 防災体制の確立 
                          （消防団・自主防災会） 
 
                         ２ 不法投棄監視の充実 
 
 
                         １ 文化活動の振興 
 
                         ２ 人権教育の推進 
 
                         ３ 青少年の健全育成 
                       
 
 
 
 
 
 

まちづくりの将来目標 目標達成に向けた施策 

Ⅰ ふれあい豊かな 
    まちづくり 

Ⅱ 健やかにいきいき 
  暮らせるまちづくり 

Ⅲ 環境にやさしい 
  美しいまちづくり 

Ⅳ 安心で安全な 
   まちづくり 

Ⅴ 文化をはぐくむ 
人権尊重のまちづくり 

倉
田
地
区
の
将
来
の
姿 

ふ
れ
あ
い
豊
か
な
住
み
良
い
倉
田 



‐3‐ 
 

将来目標：Ⅰ ふれあい豊かなまちづくり 
 
★施策名：１ 広報活動の充実 
 
 １ 現状と課題 
 【現状】各戸配布の印刷物（5種類/年） 
     各班回覧用の印刷物（20 種類/年） 
     イベントのポスター等（2 種類/年） 
     各家庭に届くまでに時間がかかることがあり、いろいろな行事等に 
     参加できないことがある。 
 【課題】 

① 協働のまちづくりに関心をもつ方が多いが、各種団体等の活動内容を 
知らない方もある。 

② 倉田地区に住み始めて年月が浅い方もあり、地域の実情を知るとともに 
仲間づくりの情報がほしいとの声がある。 

③ 災害時の情報伝達に困ることがある。 
④ 情報の種類・内容や伝達方法に工夫が必要である。 

 
 ２ 施策の目的 
    地区住民が地区内の情報を共有する。 
 
 ３ 目的達成のための取組 

① 情報発信諸団体の連絡会議の開催（まちづくり協議会） 
② 自治会・各種団体の行事予定表の作成（まちづくり協議会） 
③ 倉田地区地図情報の作成（まちづくり協議会） 
   （避難所・支援者 MAP） 

 
★施策名：２ 地域活動の活性化 
 
 １ 現状と課題 
 【現状】 

① 各種の行事への参加者が多いと言える状況にない。 
② 他の諸団体に比較し、体育会の活動を知っている地区住民が多い。 
③ 町内会の役員に任期１年の所が多い。 
④ 町内会への加入は 670 世帯のうち 530 世帯程度である。 

 【課題】 
① 町内会、自治会や各種団体が実施する事業に参加したい方がある。 
② スポーツを通じた仲間づくりが、地区の活性化の原動力となる。 
③ 同じ地区で生活を営むうえで、心をひとつにして地域活動を活性化する 
必要がある。 

④ 当地区は今後も発展し、新しい住民が増えることが予想される。 
 
 ２ 施策の目的 
    各種行事やスポーツを通じた地区住民の絆を強化 
    地区に住む全世帯が町内会へ加入 
 
 ３ 目的達成のための取組 

① 町内活動の活性化（町内会） 
② スポーツ大会・運動会の開催（各種団体） 
③ 行事参加への働きかけ（自治会・各種団体） 
④ 町内会・自治会加入の働きかけ（行政と自治会・町内会との協働） 
⑤ 町内会の地図づくり（まちづくり協議会・自治会・町内会） 
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将来目標：Ⅱ 健やかにいきいき暮らせるまちづくり 
 
★施策名：１ 健康づくりの推進 
 
 １ 現状と課題 
 【現状】 

① いつまでも健康で楽しく暮らしたいという人が多い。 
② 健康に不安があり、各種検診の充実と啓発を望む声が多い。 
③ 仲間づくり活動やウォーキング、健康体操の普及などの関心が高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
      （歩け歩け健康づくり 準備体操 ・ 東郷湖 湖畔ウォーキング） 
 
 
 【課題】 

① 健康づくりには、先ず自らの健康状態を把握することが大切であるにも 
かかわらず、無関心な方も多い。 

② 疾病の低年齢化や生活習慣病が増加傾向にあり、元気な時から健康に関心を 
もつことが大切である。 

③ 病気の早期発見、早期治療の観点から健康診断等に関係機関と一丸になって 
取り組む必要がある。 

④ 健康ウォークなどの指導者の活用が求められている。 
 
 ２ 施策の目的 
    誰もが健康でいきいきと暮らす。 
 
 ３ 目的達成のための取組 

① 健康診断の充実と制度の普及（行政との協働） 
② 健康づくりのきっかけづくり【各種スポーツ大会】（各種団体） 

    
 
 
 
 
 
 
     （文化祭で健康相談）        

 
（文化祭での健康相談）    （地区ソフトバレーボール大会） 
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★施策名：２ 地域活動の活性化 
 
 １ 現状と課題 
 【現状】 

① 少子高齢化が確実に進んでいる。 
② 災害時の支援や連絡体制に不安を持っている人が多い。 
③ 老人クラブや趣味のサークル活動が年々活発になりつつある。 
④ 障がいのある方が、安心して暮らせる地域社会と言えない。 

 【課題】 
① 一人暮らしの高齢者や高齢者世帯の支援制度と体制の確立が求められている。 
② 地域にあった支え合いの仕組みやネットワークの構築が求められている。 
③ 福祉情報の共有と相談体制機能の充実が大切である。 
④ 高齢者の方と子ども達とのふれあい交流が大切である。 

     
 ２ 施策の目的 
    健康でいきいき暮らせるまちづくり 
 
 ３ 目的達成のための取組 

① 一人暮らしの高齢者の支援（社協・民児協） 
② 配食サービスの実施（社協） 
                
 
 
 
 
 
 
 
 
（配食サービスの様子）      （できあがったお弁当） 
 

③ 敬老事業の実施（社協・区長会） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（ 長 寿 祈 願 祭 ） 
 

④ 高齢者と子どもとの交流（社協・老人クラブ・公民館） 
⑤ 高齢者の生きがいの場づくり・グラウンドゴルフ大会など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  （そうめん流し・箸と器つくり）    （グラウンドゴルフ大会） 
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将来目標：Ⅲ 環境にやさしい美しいまちづくり 
 
★施策名：１ 美しい住環境の保全 
 
 １ 現状と課題 
 【現状】 

① 道路、公園、河川敷にタバコの吸殻や空き缶などのポイ捨てが多い。 
② 犬の糞の不始末が後を絶たない。 
③ ゴミの不法投棄が後を絶たない。 
④ 公園、空地等に雑草が生い茂っているのは見苦しい。 

 【課題】 
① きれいな町づくりの意識を高揚する必要がある。 
② 「鳥取市快適な生活環境の確保に関する条例」が徹底されていない。 

  
２ 施策の目的 

    きれいなまちづくりの推進。 
 
 ３ 目的達成のための取組 

① 環境教育・啓発活動の実践（行政と町内会との協働） 
② 朝掃き運動などクリーンアップ作戦（町内会） 
③ 不法投棄取締りパトロールの強化（行政） 
④ ペット等飼育者によるフン害撲滅作戦（行政と町内会との協働） 
 

 
 
★施策名：２ ゴミ出しの周知徹底 
 
 １ 現状と課題 
 【現状】 

① 現在のゴミステーションは 
  §概してスペースが狭隘である。 
  §野ざらしのため、悪天候の時にゴミが散乱、水浸しとなる。 
  §さらには灼熱の夏日には悪臭が発生する。 
  §カラス、猫のいたずらもあり、環境・衛生面で問題である。 

 【課題】 
① ゴミの出し方について、引き続き啓発する必要がある。 
② ゴミ出しのステーション単位で協力体制を話し合う機会が少ない。 
③ ゴミステーションが整備されていないところがある。 
 

 ２ 施策の目的 
    清潔なゴミステーション整備とゴミの減量化 
 
 ３ 目的達成のための取組 

① ゴミステーションの施設整備（行政と町内会との協働） 
② ゴミの出し方方法の徹底のための啓発と簡素化（行政と地域住民の協働） 
③ ゴミの減量化・リサイクル運動の推進（行政と地域住民の協働） 
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★施策名：３ 河川・水路の景観保全 
 
 １ 現状と課題 
 【現状】 

① 倉田地区には、山白川や小さな農業用の用水路等があり、恵まれた 
親水環境にある。しかし、河川、河川敷の清掃の機会が少ない。 

② 川底には汚泥や流木などが沈殿しているのが見られる。 
③ 河川敷には雑草や雑木が生い茂っており、またポイ捨てゴミも散乱しており 
きれいな親水環境とは言い難い。 

 
 【課題】 

① ゴミについて、家に持ち帰るなどのマナーが欠落している。 
② 「鳥取市快適な生活環境の確保に関する条例」が徹底されていない。 
 

２ 施策の目的 
    ウオーターフロント親水景観の実現 
 
 ３ 目的達成のための取組 

① 河川・河川敷クリーンアップ作戦（行政と地区住民との協働） 
② 桜並木と緑の花の回廊づくり（行政と自治会・町内会との協働） 

 
 
 
 
 
 
 
 
    
           （山白川の生態系調査） 
 
 
★施策名：４ 公園の整備 
 
 １ 現状と課題 
 【現状】 

① 倉田地区内には都市公園が少ない。 
② 子どもが安心して遊べる公園となっていない。 
③ 草取りや立ち木の剪定に協力してくださる方もある。 

 【課題】 
① 公園のない町内会では公園整備が必要である。 
② 公園管理のルールづくりが必要である。 
③ 遊具の設置と安全点検が必要である。 
④ 「鳥取市自然保護及び環境保全条例」徹底されていない。 
 

 ２ 施策の目的 
    誰もが安心して利用できる公園 
 
 ３ 目的達成のための取組 

① 花と緑に包むガーデンコミュニティ活動（町内会） 
② 公園の芝生化事業（行政と町内会との協働） 
③ 公園クリーンアップワークショップ（町内会） 

 



 

将来目
 
★施策
 
 １ 現
 【現状

①

②
③

 
 ２ 施
    
    
 
 ３ 目

①
②
③
④
⑤
⑥

 
 
 
 
 
 
 
 
 （神戸
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 １ 現

①

②
③

  
 ２ 施
    
 
 ３ 目

①
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④
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③
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★施策名：２ 人権教育の推進 
 
 １ 現状と課題 
 【現状】 

① 同和問題をはじめとするあらゆる差別の解消に向けた取り組みがなされて 
いるものの、今なお人権が尊重される社会となっていない。 

② 家庭内暴力・高齢者虐待・プライバシーの侵害など後を絶たない。 
 
 【課題】 

① あらゆる差別の解消に向けた啓発活動を継続していく必要がある。 
② 地区住民一人一人が人権感覚に優れた行動を身につけ、地域などで実践 
することが大切である。 

 
 ２ 施策の目的 
    人権が尊重されるまちづくり 
 
 ３ 目的達成のための取組 

① 人権啓発活動の実践（同推協・町内会・公民館） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    （毎年８月第１日曜日に開催される倉田地区部落解放地区集会） 
 
 
 
★施策名：３ 青少年の健全育成 
 
 １ 現状と課題 
 【現状】 

① 地区内でいろいろな行事に取り組んでも、子どもたちの参加が少ない。 
② 将来の倉田地区を担う子どもたちと地区とのふれあいの機会が少ない。 
③ 地区住民がお互い挨拶できるような環境を望む声が多い。 

 
 【課題】 

① 倉田地区に住んでいるという仲間意識ができるような行事への参加が 
必要である。 

② 若い世代の人たちの意見を反映する情報交換の場が必要である。 
③ 生まれ育った倉田地区を誇りに思うようになってほしい。 

 
 ２ 施策の目的 
    子どもたちが町内会・地区・公民館の行事に参加する。 
 
 ３ 目的達成のための取組 

① 町内行事や地区活動への参画（町内会・自治会・各種団体） 
② 情報交換や意見反映の場づくり（町内会・自治会・公民館・各種団体） 
③ あいさつ運動の徹底（全体） 
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倉田地区構成部落名 

 
     １ 上円通寺    ６ 八坂 
     ２ 西円通寺    ７ 橋本 
     ３ 下円通寺    ８ 蔵田 
     ４ 上国安     ９ 西馬場 
     ５ 下国安    １０ 東馬場 
 
                                    合計 １０部落 
 

倉田地区各種団体名 

 

    １ 倉田地区自治会 
    ２ 倉田地区社会福祉協議会 
    ３ 倉田地区体育会 
    ４ 倉田地区同和教育推進協議会 
    ５ 倉田地区健康づくり推進員協議会 
    ６ 倉田地区子ども会育成協議会 
    ７ 倉田地区民生児童委員協議会 
    ８ 倉田地区老人クラブ 
    ９ 倉田地区青少年育成協議会 
   １０ 交通安全協会鳥取地区協会倉田支部 
   １１ 鳥取市消防団倉田支部 
   １２ 鳥取市防犯協議会倉田支部 
   １３ 倉田地区自主防災会 

 
              合計 13 団体 


